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略語は準備書面の例による。

号註 標 目 原 作成 立証趣旨

（作成者等） ． 年月日

写

乙第273号証 地震ハザードステーシ ー’Eゴ才. R4. 1. 28 防災科学技術研究所が公表して

ョン（防災科学技術研 印刷 いる「震源断層を特定した地震動

究所ホームページから 予測地図Jにおいて，断層パラメ

出力したもの） ータとして震源域の密度ρ，S波

（防災科学技術研究所） 速度β及び、問lj性率μの値について

全国共通の値が設定されていると

と

乙第274号証 細野内閣j存特命担当大 写 H24. 1. 26 本件資料（甲第22 2号証）の

医記者会見要旨平成 印刷 作成経緯及び作成目的等

24年 1月6B （内閣

府ホームページから出

力したもの）

（内閣府）

乙第275号証 中間報告（本文編）（抜 写 H23. 12. 2 本件資料（甲第22 2号証）が

粋） 6 作成された時点においては，福島

（東京電力福島原子力 第一発電所1号機ないし 3号機の

発電所における事故調 各原子炉及び1号機ないし4号機

査・検証委員会） の各使用済み燃料プールのそれぞ

れについて，既に海水の注入が継

続的かつ安定的に行われ，注水を

継続するための様々な対策も講じ

られていたこと等
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